
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことのできる

福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金と広告料により発行しております。

小田原市社協イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」

社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことのできる

題字：障がい者の自立のための生活・作業訓練等を行っている
　　　「なぎさ作業所」利用者の皆さん（６人による合作）
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「夢・咲き福ちゃん」

小田原市社協

いい人・いい話
まちでみつけた 気持ちのよい「あいさつ」は、人と人との心のつな

がりを深め、その一瞬を、その一日をさわやかに過

ごすためにとても大切なものです。

登下校する児童や生徒たちに「あいさつ」や「声かけ」

を行うことは、子どもを見守ることにもなります。

今回は、自治会や PTA などの役員としてではなく、

ご自分の生活のなかで、あいさつ活動をされている

人を２面で紹介しました。いい人・いい話
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足が悪いので、通学路に立って子どもたちの交通安全を見守るような

お手伝いはできないけれど、家の前で挨拶くらいならできるかなと

思って始めました。

家の中で一人でこもっているより、毎日登校時間に合わせて身支度を

して外に出て、子どもだけではなく、多くの道行く人たちにも挨拶を

する（声を出す）ことが、とても良いと思います。

散歩の途中に尻尾を振って寄ってくる犬に、おやつをあげる和田さん

雨の日も風の日も「いってらっしゃい」

いつも元気に「おかえりなさい」

サロンボッチャボッチャボッチャ
三の丸小学校近くのご自宅の前にイスを出して毎朝、児童

をジャンケンで迎え「ジャンケンおばさん」の名で親しま

れている和田さん。

通学する全ての児童に「おはよう、ジャンケンポン、いっ

てらっしゃい」と声かけをしています。

●● 自分の健康のために始めた活動

買い物に行った先でも、「ジャンケンおばさんだ！」と言って、挨拶を

されることがあります。入院をした時には、ジャンケンおばさんが最

近いなくて心配だと、保護者のかたから連絡をもらったことがあり、

自分も見守られていると感じました。

犬の散歩コースにしている人も多く、犬におやつをあげはじめてから、

散歩途中の休憩場所になっています。

家の前にある草花も、小田原城へ観光で訪れる人たちとの会話のきっかけ

になっていて、多くの人との交流が広がっています。

●● 子ども以外にも広がる交流
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ふとしたことがきっかけで始まった学校帰りの「飴ジャン

ケン」は、子ども好きの久保谷さんが営む富士見小学校近

くの美容室で見られる光景です。

久保谷さんの美容室は、子どもたちを見守るお店で有り続

けようとしています。

子どもたちとの楽しい挨拶から

一日を始められることが、毎日の

活力になっています。

日に日に成長していく子どもたち

の姿を見ることも楽しいので、

長く続けられたらと思います。

長い間、会え

なくなる

夏休みは

寂しく

なりま

すね。

●● 末長く続けていきたい

和
わ

田
だ

房
ふさ

子
こ

さん (86歳 )

(                 )美容室
ニ・ディロンデル

７年ほど前、二人の女の子が学校帰りにお店のドアの前に立ち、店内

を見ていたので、声かけをし、お客様用の飴をあげたことから始まり

ました。

ただ飴をあげるのは良くないのでは、というご意見もいただき、お客様

と一緒に考えたのが、ジャンケンで勝ったら飴をもらえるという

「飴ジャンケン」です。

●● はじまりは二人の女の子

最初の頃は、挨拶もなくお店のドアを強く開けて入ってきた子どもも

いました。

その都度「こんにちは！は？」とか「ご挨拶してくださーい」などと

注意をし、飴ジャンケンのコミュニケーションをするうちに、ノック

をしてこちらの様子を確認するようになったり、静かな声で「こんに

ちは～」と言いながらお店に入ってくるようになりました。

飴ジャンケンを通して、子どもたちの性格も見えてきました。

●● 子どもたちに変化も

３０分だけ宿題をして帰る子や、学校

であった嫌なことを話してスッキリし

て帰る子もいました。

何かあったら、あそこのおばちゃんの

とこに行ってみようか、と思ってもら

えるようになれたら

嬉しいですね。

これからも微力

ながら、この

お店で子ども

たちを見守っ

ていけたらと

思います。

●● 何かのときの拠り所にも

長い間、会え

えるようになれたら

嬉しいですね。

これからも微力

ながら、この

お店で子ども

ていけたらと

学校帰りの「飴ジャンケン」で美容室を
訪れた児童に挨拶をする久保谷さん

東京オリンピック・パラリンピックで注目を

集めた障がい者スポーツのボッチャ。

室内で誰にでもできそうだと、道具を購入し

て活動メニューに取り入れるサロンも増えて

きました。

はやか輪
わ

くわく  サロン
「おちゃのま」（早川地区）

地域福祉コーディネーター会が企画運営しているサロン

で、主にボッチャを実施しているのは第 2 水曜日です。

早川公民館が会場のサロンは、いろいろな企画を考えて

います。９～１２月は、次のような予定で開催します。

開催時間    １３：００～１５：００　

参 加 費  １００円

サロン
「ひがとみ」（東富水地区）

地域の各団体が輪番で運営をしているサロン「ひがとみ」では、

地区社協が購入したボッチャのセットも活用されています。

会場であるテニスガーデンの近所にお住まいの人は、歩いて

お越しいただけますが、遠方でも無理なく参加できるように、

単位自治会ごとの公民館でもサロンができれば良いと思います。

また、空き家などもあるので、地域住民が集まれる場所として

有効活用ができたら良いですね。

　　　空き家の活用もできたら

サロンでボッチャを取り入れていることを広く伝え、

年齢層を幅広く集めて、いろいろな団体とボッチャの

試合をして盛り上げたいです。

パラリンピックを見て、熱があがっている今の参加者

が、次に入ってくる人たちに教えるようなかたちで、

参加人数を増やしていけたらと思います。

課題は、男性の参加者が少ないことです。

早川地区地域福祉コーディネーター会

東富水地区自治会連合会長　岩崎良春さん

ででで

　　　男性も、ぜひ参加を　　　

　　　

月 日 会　場 内　　容

９

１３( 水 ) 東組公民館
ボッチャ

お茶飲み会

２７( 水 ) 早川公民館
脳トレゲーム

ボッチャ

１０

１１( 水 ) 東組公民館
ボッチャ

お茶飲み会

２５( 水 ) 早川公民館 映画を楽しむ会

１１

８( 水 ) 東組公民館
ボッチャ

お茶飲み会

ウォーキング実施予定

１２ ６( 水 ) 東組公民館
ボッチャ

お茶飲み会

チーム分けから盛り上がるボッチャのサロン

　　　問い合わせ　 相原淳男（早川地区地域福祉コーディネーター会代表）　　☎２３－４５６４

サロンの企画運営をしている地域福祉
コーディネーター会のメンバーと参加者
の皆さん

民生委員児童委員が当番月のサロンでもボッチャを活用

　　　問い合わせ　　　　 磯﨑伸子（東富水地区社会福祉協議会会長）　　　☎３６－３２１３

住民の皆さんが顔をあわせ、体操やおしゃべりなどを楽

しむ憩いの場となっています（地区社会福祉協議会の

主催で、当番団体が各月の運営を担当）。

９～１２月は、次のような予定です。

開催時間    １０：００～１２：００　

　　　　　 ご都合の良い時間で自由に参加できます。

会　　場　 テニスガーデン内の会議室（２階）

参 加 費  １００円

月 日 当番団体

９ １５（金） 子ども会連絡協議会

１０ １６（月） 体育振興会

１１ １６（木） 青少年育成会

１２ １５（金） 調　整　中

内容について

交通安全教室、ビンゴ、お口の体操（パタ

カラ体操）、筋トレ（鎌田式かかと落とし）

など各当番団体が企画するものにあわせて

ボッチャの体験をしたり、景品を用意して

ボッチャの競技大会をすることもあります。
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どうもありがとうございました
　　（令和５年４月２１日～７月３１日）　　※問い合わせ  ☎ 35-4000

お名前（敬称略） 金　　額

磯崎　曻 32,849 円
小野康夫 50,000 円
さがみ信用金庫 84,653 円

合　　　　　　計 167,502 円

お名前（敬称略） 品　　物

NPO法人 報徳食品支援センター 食料品
小椋良子 車イス
岩崎克宏 衛生用品
公益社団法人 小田原法人会女性部会 タオル
伊豆川幸子 雑貨
小林清美 紙オムツ
島野慶子・山本優子 洗剤
新玉地区社会福祉協議会 タオル
退職公務員連盟小田原支部 タオル
小澤　敬 シャワーチェア
箱根湯本温泉旅館組合 乾パン

匿名（９件）
紙パッド、紙オムツ
シルバーカー、家電
洗剤、石鹼、タオル
衣類、日用品

お名前（敬称略） 金　　額

公益社団法人 小田原法人会 川東支部 23,000 円
小野康夫 50,000 円
匿名（３件） 217,000 円

合　　　　　　計 290,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県自転車商協同組合小田原支部 42,400 円
山畔ひかる 2,000 円
匿名（５件） 12,000 円

合　　　　　　計 56,400 円

各種寄付金品については、次のように活用させていただいています。

　　〇ボランティアセンター寄付金…ボランティアグループの活動を支援

　　　するための助成、貸出用車イスなどの購入・維持経費

　　〇ボランティアセンター寄付物品…必要とされている住民の皆様や

　　　福祉施設・団体に贈呈

　　〇市民福祉基金…地域福祉活動を進めるために活用

　　〇交通遺児援護基金…登録された交通遺児へ激励金などを贈呈

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと
市社協からのご案内市社協からのご案内

お名前（敬称略）

福祉用具販売・レンタル・住宅改修

営業時間  8:45～17:45　 定休日 日曜・祝日

秦野営業所／秦野市南矢名5-15-17　TEL.0463-86-6122

介護保険指定事業者番号　1472300308

●各福祉ボランティアの基本的な知識や技術について学ぶ講座

小田原市社会福祉協議会   
TEL ＆ FAX

○法人全体　　

○福祉まるごと相談事業　　

○おだわら成年後見支援センター

○ケアプラン作成

○ホームヘルパー派遣　　

　　
TEL ３５－４０００   

     FAX ３５－６９０２

TEL ３５－４０２０   
     FAX ３５－６９０２

TEL ３５－７７７０   
     FAX ３５－７７７１

TEL ３５－８１７０   
     FAX ３２－４１３９

　　
TEL ３５－８１４３  

     FAX ３２－４１３９

㈲小田原保険サービス

電話 0465-46-0117　FAX0465-48-5513

皆様のご相談に合った、最良なご提案をいたします。

〒250-0875
小田原市南鴨宮 3-4-12  フクモトビル 2 階

損害保険ジャパン㈱
SOMPO ひまわり生命保険㈱
第一生命保険㈱
代理店 おだわら SDGs パートナー

皆様のご相談に合った、最良なご提案をいたします。
お問い合わせは

福祉ボランティアスクール福祉ボランティアスクール

講座名 日　　時 対象・定員 講　　師 費　　用

手話入門講座
9月 26 日～ 10 月 24 日

各火曜日
10:00 ～ 12:00

手話初心者
15 名

手話サークル
たんぽぽ

無　料

録音ボランティア
養成基礎講座

10 月 3 日～ 10 月 31 日
各火曜日

13:30 ～ 15:30

概ね 65 歳までで
ボランティアに関心
のある人
20 名

小田原録音奉仕会
テキスト代
1,000 円

傾聴ボランティア
養成講座

10 月 5 日～ 11 月 9 日
各木曜日

13:30 ～ 15:30

ボランティア活動を
希望する人
20 名

傾聴ボランティア
「ミミの会」

無　料

成年後見制度まるわかり講演会と成年後見制度まるわかり講演会と
専門家による無料相談会（11/24 開催）専門家による無料相談会（11/24 開催）
●成年後見制度について、住民の目線でわかりやすく説明をする講演会

★時　間　13：30（開始予定、講話時間は検討中）

●弁護士、司法書士、社会福祉士、行政書士、税理士による成年後見制度などに関する無料相談会

★時　間　講演会終了後 15：00 頃～ 17：00 まで（予約制）

★会　場　おだわら総合医療福祉会館（講演会、相談会とも）

★問い合わせ　おだわら成年後見支援センター（小田原市社会福祉協議会）☎（35）7770

　　　　※ 10 月 2 日から申込受付の予定です。

小田原市社会福祉協議会 会長・副会長の選任について

★申込み　９月１日（金）から　☎ (35)4000 で受付　※先着順

★会　場　おだわら総合医療福祉会館

本協議会では、６月１６日に任期満了に伴う役員改選を行い、次のとおり正副会長が

　　  選任されました。また、小野前会長については、顧問に選任されました。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　このたび小田原市社会福祉協議会会長に就任しました木村でございます。

　　　　　　　　　　皆様と一緒に明るい地域社会づくり、誰もが安心して暮らせる地域福祉

　　　　　　　　　　の向上をめざしてまいりますので、ご支援、ご協力をいただきますよう

　　　　　　　　　　お願い申し上げます。

会　長　木村　秀昭（学識経験者）【新任】

副会長　川口　博三（自治会総連合会長）【留任】

副会長　岡田　　健（民生委員児童委員協議会長）【留任】

副会長　下田　成一（地区社協連絡協議会長）【新任】

　　　　　　　　　　このたび小田原市社会福祉協議会会長に就任しました木村でございます。

　　　　　　　　　　皆様と一緒に明るい地域社会づくり、誰もが安心して暮らせる地域福祉

　　　　　　　　　　の向上をめざしてまいりますので、ご支援、ご協力をいただきますよう

　　　　　　　　　　お願い申し上げます。


